
霧島酒造株式会社

霧島酒造は、大正5 年に創業。創業以来一貫して品質にこだわった焼酎造りを行っております。南九州の風土で育まれたさつまいもと地元都城の名水「霧島裂罅水」

を用い、伝統の技と最新設備を融合させて造ることで“霧島ブランド”を確立しました。“人と風土の醸すもの”。これからも更なる品質の追求とともに、新たな価値

の創造を目指してまいります。

代表銘柄は「霧島」、「黒霧島」。

■URL／ http://www.kirishima.co.jp/

■住所／宮崎県都城市下川東4丁目28号 1番

■TEL／ 0986-22-2323

　この霧島酒造のデータバックアップ用の共

有ディスクとしてSynology RackStation 

RS814+が導入され、2014年度から本格

運用され始めた。

　「プライベートクラウド環境を活用し始めた

のは2010年くらいからです。クラウドと

サーバを併用した形で社内システムを構築し

て来ました」と話すのは、管理本部システム

管理課の堀之内茂幸氏だ。「社内システムの

バックアップは、社内サーバを使用して行なっ

て来ました。これまではバックアップをとる

だけの運用でしたが、遠隔地におけるデータ

共有／保管やヂィザスタリカバリー（災害被

害や障害からのデータ復旧）を行なえる環境

の構築が必要になって来ました。今回、ディ

ザスタリカバリーのサイトに活用する iSCSI

共有ストレージとして、Synology 

RackStation RS814+を導入しました。ス

トレージ環境は、コストをかけるほど使い勝

手が良く性能も良いものを構築することがで

きると思いますが、今回はディザスタリカバ

リー用の導入であり、本サイトと同じコスト

はかけられません。しかし、安価な製品を導

入するのには不安もあります。データセンター

の方から紹介いただいたRS814+をテスト

してみたところ、コストパフォーマンスに優

れ、もっとも重要視していた保守・メンテナ

ンスの態勢も良かったことから導入に至りま

した。」

　霧島酒造では、2013年にディザスタリカ

バリーのサイト構築の設計を行ない、バック

アップシステムの検討も行って来た。2014

年 1月にRS814+ の導入を決定し、データ

センター内にディザスタリカバリーシステム

をバックアップシステムも含めて構築した。

今回構築したディザスタリカバリーシステム

では、社内情報系システムと製造系システム

のバックアップがなされている。RS814+

は 2TBディスク×4台で構成し、RAID 5

で 6TBとして利用している。

　霧島酒造の拠点は、東京・大阪・福岡・宮

崎の4支店に加え、仙台・名古屋・広島・北

九州・熊本・大分・延岡・沖縄の8カ所に駐

在所がある。これらすべての拠点の社内シス

テムの運用／管理を、システム管理課ので行

なっているのだという。そのため、設定に時

間がかからないことは大きなメリットだと、

堀之内氏は言う。

　「製品を比較検討する上で重要な要素には、

感覚的に設定を進められ、簡単に設定を終え

ることができるかどうかという点があります。

実際にログインして使い始めてみると、管理

画面などのインタフェースが分かりやすく、

マニュアルを読み込まなくても簡単に設定が

できたことには驚きました。分厚いマニュア

ルを調べながらでないと設定できないSE泣

かせの製品も多いなか、RS814+は、ファー

ストステップの1枚の手順書でディスク搭載

方法や接続方法が分かり、あとはログインさ

えすれば見やすい日本語のユーザーインタ

フェースが表示されます。製品が到着したそ

の日に最小構成のシステムを構築できたほど

で、とても扱いやすい製品でしたね」

　これまでは地方拠点からも本社サーバにア

クセスしてデータを参照する集中型のネット

ワーク運用だったが、今回のシステム構築で

は、本社も拠点の1つと考え、データセンター

を中心としたネットワーク運用へと移行した。

　「ディザスタリカバリーシステムを構築し、

RS814+にバックアップがとられるように

したことで、どの拠点からも本サーバを経由

せずにデータ参照をすることが可能になりま

した。実は、ネットワークに障害が発生して

データ参照できなかったため、商品の出荷が

止まってしまったという経験があるんです。

今回の導入で、障害時にも安心して営業を継

続できるようになりました」

霧島酒造
バックアップサーバにSynology RackStation RS814+を採用

　「品質をときめきに」を企業スローガンに掲げ、日本を代表する焼酎「霧島」をはじめ各種本格焼酎の製造・販売を行なっているの

が霧島酒造（本社：宮崎県都城市、http://www.kirishima.co.jp）だ。いも焼酎「霧島」「黒霧島」「赤霧島」で知られる酒造メーカーだが、

製造ラインアップは幅広い。都城市にある 2 工場 1 ブルワリーでは、都城盆地の地下岩盤の割れ目から噴き出す「霧島裂罅水（きり

しまれっかすい）」を使用し、いも焼酎、芋麹焼酎、麦焼酎、そば焼酎、穀類焼酎のほか、健康を意識しながらお酒を楽しんでもらう

ための「健麗酒」と呼ぶスピリッツ、英Bass 社で醸造技術を学んだ地ビール・発泡酒などを生産している。
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　堀之内氏は、Synology 製品は、設定のし

やすさだけでなく、パフォーマンスや拡張性

に優れた製品であることも魅力だと話した。

「今回のシステム構築では、iSCSI 接続で、

複数のクラスタから同時にアクセスしてディ

スクを共有するパフォーマンスに絞って検討

しました。最近のNAS製品は高機能ではあ

るのですが、OS部分にパフォーマンスが割

かれてしまって、活用したい機能部分で充分

に性能が得られないことがあります。

RS814+は、不要な機能を省いておき、機

能が必要になってから追加することができる

ので、パフォーマンスを最大限に生かすこと

ができました」

　サーバアクセスする端末は400台ほど。

そのうち普段同時に利用するのは20ユー

ザーほどだという。

　「もっともアクセスが多いのはグループウェ

アだと思いますが、本サイトに障害が発生し

てディザスタリカバリーサイトで運用する場

合においても、同時に200ユーザーくらい

だと考えています。本サイトの復旧に1日か

かったとしても、Webベースのアクセスなの

で、充分なパフォーマンスであると考えまし

た。」

　Synology RackStation は、ストレージ

を拡張したり、ディスク容量を増やすための

RAID自動管理システムSynology Hybrid 

RAIDを搭載している。

　ディスク容量が不足して追加したいという

場合に、データ移行することなく容量が拡張

できる。

　霧島酒造では現在、全国の営業拠点でのデー

タ活用や、社内の部署ごとのデータ共有用に、

デスクトップモデルのData Station 

DS214+を検討している。

　「社内では、ローカルディスクにはデータを

置かず、クラウドに保存することにしていま

す。しかし、大容量ファイルや頻繁に必要と

なるファイルについては、部署ごとにNAS

を設置してデータを共有化しています。」

　霧島酒造では、営業ツールとして iPhone

／ iPad などの端末も150台導入している。

得意先からグループウェアにアクセスしたり

データを参照したいという要望も出て来てい

るようだ。

　「広報や営業支援の活動をする企画室では、

広告に使用するPhotoshop や Illustrator

のファイルをはじめ、CMの動画ファイルな

どを扱っています。大容量であるために部署

のNASに保存しているのですが、内容の確

認のためには、本社に戻る必要がありました。

動画ファイルをクラウドに置けば、出張中で

あっても開くことはできるのですが、コマ落

ちなどもあり確認しづらかったんです。

DS214+にはストリーミング機能も設定で

きますので、ツールとして活用できないか検

討していきます」

　増加するデータの管理についても、

RS814+に搭載されている中央管理システ

ム機能（CMS）を活用することで解決するこ

とができそうだ。中央管理システム機能は複

数台のSynology 製 NASを RS814+から

一元管理するもので、LAN／WAN に接続

されたNASのファームウェア更新やHDD

の健康状態チェックをRS814+経由で行う

事が可能だ。

また、Synology の NASに既存のファイル

サーバーをマッピングする事も可能だ。

　「RS814+に目的のファイルが保存されて

いなくても、部署内に置かれたDS214+に

ある共有フォルダをマッピングできます。こ

れまではクラウド上にファイルを利用するた

めにはコピーする必要がありましたが、この

機能を使えば、事前にコピーする作業無く、

外出先や各拠点から部署内のファイルにアク

セスすることが可能になりますね」

　堀之内氏は、「Synology のソリューション

はNASだけに利用するのはもったいない」

とも話す。今後は、機能を追加することで

Webサーバ、DBサーバ、ストリーミングサー

バなどに活用できることから、必要に応じて

機能を追加／削除して専用ハードウェアとし

ても活用していく。

株式会社アスク

〒102-0074 東京都千代田区九段南4-8-21 山脇ビル11階

TEL：03-5215-5650、FAX：03-5215-5651

■URL／ http://www.ask-corp.jp/
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